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取り組みの概要

近年、日本各地で大雪による大規模な車両滞留が発生し、滞留車両の救出や通行再開に
数日間を要するケースが多数発生しています。
その原因として挙げられているのが「チェーンの未装着」であり、令和３年３月に改定された

冬期道路交通確保対策検討委員会による「大雪時の道路交通確保対策中間とりまとめ」にお
いても、「冬用タイヤは装着しているがチェーンを装着していない大型車の立ち往生等の発生
が大規模な車両滞留の原因となる場合が多い」ことについて言及されています。
さらに、安全で円滑な交通の確保や車両の立ち往生等の防止を図るため、道路管理者は、

大雪時には降雪状況や地域特性に応じて、道路利用者に対し、冬用タイヤ（スタッドレスタイ
ヤ）やチェーンの装着を徹底すべきとの提言がなされています。

道路上のスタック車両は、除雪作業の支障となるだけでなく、大規模な車両滞留の原因とな
ることから、道路管理者が当該車両を移動させる手段として、容易かつ短時間に装着が可能
であり、脱出効果が期待できる【緊急脱出用具】について募集を行いました。

本調査は、応募のあった各社の緊急脱出用具について、応募時の書類やフィールド試験結
果から緊急脱出用具としての性能を確認したものです。

＜取り組みの流れ＞
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募集した緊急脱出用具について

＜募集した緊急脱出用具＞

容易かつ短時間に装着が可能であり、脱出効果が期待できる
『緊急脱出用具』 （開発中を含む）

＜募集した緊急脱出用具の要求性能及び要求性能に対する確認方法等＞

※要求項目が着色の項目は、フィールド試験により確認

＜確認結果に関する留意事項＞

　一定の条件下における確認結果であることから、すべての条件下による緊急脱出用具の性
能を確約するものでありません。

種別 項目

タイヤヘの装着に関する容易性
①補助器具の使用有無
②単体質量

応募時の申請書類で確認

タイヤ1輪あたりの装着数 応募時の申請書類で確認

緊急脱出用具の装着時間
※スタック状態における
　緊急脱出用具の装着時間

応募時の申請書類で確認
又は
フィールド試験により確認

数値結果(min)

路面積雪深5cm～15cmにおける脱出効果
※設定した路面積雪深における
　脱出の可否

応募時の申請書類で確認
又は
フィールド試験により確認

数値結果(cm)
脱出可能な路面積雪深

緊急脱出用具を装着しての走行可能距離 応募時の申請書類で確認

汎用性
適用車両に対応可能な製品規格と
各規格における装着可能なタイヤサイズ

応募時の申請書類で確認

経済性 適用車種1台あたりの脱出用具本体費用 応募時の申請書類で確認

要求性能
試験（あるいは確認）方法 確認結果

基本機能

脱出性能
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応募用具一覧

　【補足】用具名称は、応募者が申請書類に記載しているものをそのまま掲載しています。

応募用具 個表の内容
　・応募用具個表の内容は、応募時の申請書類及びフィールド試験調査結果等から整理しています。

　・用具に関するお問い合わせは、個表内の電話番号・FAX番号へ連絡してください。

　

　

用具名称

電話番号

FAX番号

用
具
の
概
要

【緊急脱出用具の要求性能に対する確認結果】

補助器具の
使用有無

単体質量

大型車 　　　分　　　秒

中型車 　　　分　　　秒

大型車

中型車

汎用性

経済性

備考

■ 緊急脱出用具の要求性能に関する試験環境

　　℃ 雪 　質天気（気温）　

試験車両タイヤサイズ 大型車　：　　　　　　　　　　　 中型車　：　　　　　　　　　　　

脱出用具本体費用（1台あたり・税抜）

製品規格・装着可能なタイヤサイズ

基本
機能

タイヤへの装着に
関する容易性

タイヤ１輪あたりの装着数

緊急脱出用具
の装着時間

[ 脱出に関する工夫点】

（調査で確認できた工夫点を説明）

脱出
性能

路面積雪深
5～15㎝における
脱出効果

緊急脱出用具を装着しての
走行可能距離

連絡先

項目 確認結果

用具イメージ写真

応募者

応募者の所在地

お問い合わせ先

電話番号・FAX番号

：応募時の申請書類等から整理

（応募者）

：フィールド試験調査結果を整理

（事務局）

個表記載内容

番号 用具名称 応募者名

1 イッセ・スノーソックス 有限会社プロスエンジ／株式会社フォーサイト

2 ラチェット式タイヤチェーン 株式会社パーマンコーポレーション

3 TRUCK CLAWS 株式会社コイズミ

4 緊急脱出ワンタッチチェーン 株式会社ヤマカワ

中発販売株式会社

三菱製鋼株式会社

6 ワンタッチチェーン 三菱製鋼株式会社

7 ドリームエコチェン 日本タイヤチェンコーポレーション

オートソック5
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イッセ・スノーソックス

電話番号

FAX番号

用
具
の
概
要

【緊急脱出用具の要求性能に対する確認結果】

補助器具の
使用有無

単体質量

大型車 2分29秒

中型車 2分45秒

大型車 5cm　脱出失敗

中型車 5cm　脱出失敗

汎用性

経済性

備考

■ 緊急脱出用具の要求性能に関する試験環境

雪（-1℃） 雪 　質天気（気温）　

試験車両タイヤサイズ

乾き／硬い

大型車　：　265/70R19.5 中型車　：　245/80R17.5 

緊急脱出用具
の装着時間

・性能を最大限高めるためには、用具に水分を含ませ少し湿らせた状態で使用するとよい。
・用具をダブルタイヤの内側タイヤに装着できる場合は、装着するとより効果的。
・新品は、予め使用前に取付け・取外しの練習を兼ね車の駆動輪に取付けて少し（400～500m）走行し、
表面を少し毛立たせてあげるとより一層水分吸収効果が高まり脱出性能が向上。

緊急脱出用具を装着しての
走行可能距離

数十km程度（30km/h以下走行時）

製品規格・装着可能なタイヤサイズ
製品規格：20タイプ
対応タイヤ：約600サイズ

脱出用具本体費用（1台あたり・税抜） 17,200～41,790円（2枚/セット）

タイヤへの装着に
関する容易性

なし
（ただし、装着の際に車両をタイヤ半周分ほど動かす必要あり）

約0.9～2.5kg/枚

タイヤ１輪あたりの装着数 １枚／輪

脱出
性能

路面積雪深
5～15㎝における
脱出効果

[ 脱出に関する工夫点】

－

応募者の所在地
〒950-0821
新潟県新潟市東区岡山113

〒134-0086
東京都江戸川区臨海町3-6-4
ヒューリック葛西臨海ビル405

連絡先
025-278-3499 03-5659-8840

025-277-8885 03-5659-8841

イッセ・スノーソックスは、氷雪路を安全に走行するよう考えられた緊急用の滑り止め「布製タイヤ
チェーン」。
耐久性の高いポリエステルを使用。軽量・コンパクトな製品で取り付けが簡単で、圧雪、新雪はもちろん

滑りやすいシャーベット状の路面でも効果を発揮。
　金属チェーンと同等以上の性能を有し、市販のほぼ全てのタイヤサイズに装着が可能。

項目 確認結果

基本
機能

応募者 有限会社プロスエンジ 株式会社フォーサイト
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ラチェット式タイヤチェーン

電話番号

FAX番号

用
具
の
概
要

【緊急脱出用具の要求性能に対する確認結果】

補助器具の
使用有無

単体質量

大型車 2分25秒

中型車 1分56秒

大型車 15cm　脱出成功

中型車 5cm　脱出成功

汎用性

経済性

備考

■ 緊急脱出用具の要求性能に関する試験環境

くもり（2℃） 雪 　質天気（気温）　 湿っている／硬い

試験車両タイヤサイズ 大型車　：　265/70R19.5 中型車　：　245/80R17.5 

・使用環境によっては効果を発揮できない場合があり。
・効果を発揮するには、複数本の使用が有効的。

株式会社パーマンコーポレーション

〒550-0021
大阪府大阪市西区川口4-1-5

0120-202-800

0120-200-201

緊急脱出用具を装着しての
走行可能距離

脱出後は速やかな取り外しを推奨

製品規格・装着可能なタイヤサイズ
製品規格：1タイプ
対応タイヤ：14サイズ（対応タイヤサイズ拡大予定）

脱出用具本体費用（1台あたり・税抜） 9,980円（2個/セット）

応募者の所在地

連絡先

脱出
性能

路面積雪深
5～15㎝における
脱出効果

　緊急脱出用で簡単に装着可能なラチェット式のタイヤチェーン（駆動輪用）。
　アルミホイール、スチールホイール兼用で使用可能。

専用樹脂ケース入りで未使用時はコンパクトに収納可能で、常にトラックに載せていても邪魔にならな
い製品。

タイヤ１輪あたりの装着数 １個／輪

[ 脱出に関する工夫点】

－

応募者

基本
機能

緊急脱出用具
の装着時間

項目 確認結果

タイヤへの装着に
関する容易性

なし

約2.5kg/個
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TRUCK CLAWS

電話番号

FAX番号

用
具
の
概
要

【緊急脱出用具の要求性能に対する確認結果】

補助器具の
使用有無

単体質量

大型車 3分16秒

中型車 2分9秒

大型車 10cm　脱出成功

中型車 5cm　脱出成功

汎用性

経済性

備考

■ 緊急脱出用具の要求性能に関する試験環境

くもり（2℃） 雪 　質天気（気温）　 湿っている／硬い

試験車両タイヤサイズ 大型車　：　265/70R19.5 中型車　：　245/80R17.5 

製品規格・装着可能なタイヤサイズ タイヤサイズに関わらず装着可能※

脱出用具本体費用（1台あたり・税抜） 38,000～45,000円（2個/セット）
（米国からの輸入品の為、為替レートにより変動）

※タイヤと車体の間に65mm以上のクリアランス（隙間）が必要。
　小型トラック／バン・SUV（商用車）用の緊急脱出用具TRUCK CLAWSⅡあり。

項目 確認結果

基本
機能

タイヤへの装着に
関する容易性

なし

約3.1㎏/個

タイヤ１輪あたりの装着数 １個／輪

緊急脱出用具
の装着時間

脱出
性能

路面積雪深
5～15㎝における
脱出効果

緊急脱出用具を装着しての
走行可能距離

脱出後は速やかな取り外しを推奨

[ 脱出に関する工夫点】

－

連絡先
03-3959-1211

03-3959-1214

二つの爪の付いた金具をベルトでホイールの穴を通しラチェットで締め付けてタイヤに固定して雪や
氷、砂などに強く食い込んで掻く事によりスタックした状態から脱出するための装置。
　米国で悪路や雪道でスタックした場合に緊急脱出用の装着具として開発されて販売。

応募者 株式会社コイズミ

応募者の所在地
〒173-0025
東京都板橋区熊野町33-3
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緊急脱出ワンタッチチェーン

電話番号

FAX番号

用
具
の
概
要

【緊急脱出用具の要求性能に対する確認結果】

補助器具の
使用有無

単体質量

大型車
5分10秒

8分19秒※

中型車 3分53秒

大型車
5cm　脱出成功

10cm　脱出成功※

中型車 5cm　脱出失敗

汎用性

経済性

備考

■ 緊急脱出用具の要求性能に関する試験環境

雪（-1℃） 雪 　質天気（気温）　 乾き／硬い

試験車両タイヤサイズ 大型車　：　265/70R19.5 中型車　：　245/80R17.5 

製品規格・装着可能なタイヤサイズ
製品規格：5タイプ
対応タイヤ：約70サイズ

脱出用具本体費用（1台あたり・税抜） 13,000～20,000円（2本/セット）

・用具には装着の向きあり。（突起が外側（路面）に向くよう装着）

項目 確認結果

基本
機能

タイヤへの装着に
関する容易性

なし
（付属するスパナで用具を締める必要あり）

約5kg/本

タイヤ１輪あたりの装着数 １本／輪

緊急脱出用具
の装着時間

脱出
性能

路面積雪深
5～15㎝における
脱出効果

緊急脱出用具を装着しての
走行可能距離

不明（応募書類未掲載）

[ 脱出に関する工夫点】

■大型車
※用具を後輪2輪に装着し、デフロック使
用

連絡先
053-543-6705

053-543-6715

　大雪時や坂道での立ち往生を回避するツール。
　タイヤホイール穴を利用し装着。
　車両の移動なく取り付けが可能なタイヤチェーン。

応募者 株式会社ヤマカワ

応募者の所在地
〒433-8119
静岡県浜松市中区高丘北1丁目52-23-103
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オートソック

電話番号

FAX番号

用
具
の
概
要

【緊急脱出用具の要求性能に対する確認結果】

補助器具の
使用有無

単体質量

大型車 2分50秒

中型車 3分47秒

大型車 10cm　脱出成功

中型車 15cm　脱出成功

汎用性

経済性

備考

■ 緊急脱出用具の要求性能に関する試験環境

くもり（-1℃） 雪 　質天気（気温）　 乾き／硬い

試験車両タイヤサイズ 大型車　：　265/70R19.5 中型車　：　245/80R17.5 

緊急脱出用具
の装着時間

・高速道路管理会社での採用実績あり。国内チェーン規制適合品。
・普通乗用車用は日本のカーメーカーにて純正採用実績あり。
・用具使用後はよく乾かして使用。
　（氷点下では水分で布が凍り付き本来のグリップ力が出せない恐れがあり）

緊急脱出用具を装着しての
走行可能距離

100km程度（積雪路面走行時）

製品規格・装着可能なタイヤサイズ
製品規格：7タイプ
対応タイヤ：約100サイズ

脱出用具本体費用（1台あたり・税抜） 22,000～48,400円（2枚/セット、参考価格）

タイヤへの装着に
関する容易性

なし
（ただし、装着の際に車両をタイヤ半周分ほど動かす必要あり）

約2kg/枚

タイヤ１輪あたりの装着数 １枚／輪

脱出
性能

路面積雪深
5～15㎝における
脱出効果

[ 脱出に関する工夫点】

－

応募者の所在地
〒457-0066
名古屋市南区鳴尾2丁目114 番地

〒950-1132
新潟県新潟市江南区丸潟新田728-1

052-614-1003 025-280-7985

052-614-3662 025-280-7981
連絡先

　ノルウェーで開発された繊維技術によって雪道を走行できる布製タイヤチェーン。
現在、世界60カ国以上で販売され、各国の認証機関にその機能性が認められており、一般車両だけで

なく、緊急車両やロードサービス、消防車や公共機関、空港などでも使われている。

項目 確認結果

基本
機能

応募者 中発販売株式会社
三菱製鋼株式会社　部品事業部
東日本販売部新潟サービスセンター
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ワンタッチチェーン

電話番号

FAX番号

用
具
の
概
要

【緊急脱出用具の要求性能に対する確認結果】

補助器具の
使用有無

単体質量

大型車 3分4秒

中型車
2分2秒

4分5秒※

大型車 5cm　脱出成功

中型車
5cm　脱出失敗

5cm　脱出成功※

汎用性

経済性

備考

■ 緊急脱出用具の要求性能に関する試験環境

雪（-1℃） 雪 　質天気（気温）　 乾き／硬い

試験車両タイヤサイズ 大型車　：　265/70R19.5 中型車　：　245/80R17.5 

製品規格・装着可能なタイヤサイズ
製品規格：8タイプ
対応タイヤ：約100サイズ

脱出用具本体費用（1台あたり・税抜） 12,900～48,000円（2個/セット）

・スタックの深さ10cm以上ではタイヤの空転を減らすため、1輪に3個程度の装着が有効。

項目 確認結果

基本
機能

タイヤへの装着に
関する容易性

なし
（補助器具として輪留め（タイヤストッパー）があるのが望ましい）

約1.3～3.5kg/個

タイヤ１輪あたりの装着数 １個／輪

緊急脱出用具
の装着時間

脱出
性能

路面積雪深
5～15㎝における
脱出効果

緊急脱出用具を装着しての
走行可能距離

脱出後は速やかな取り外しを推奨

[ 脱出に関する工夫点】

■中型車
※用具を後輪に2個/輪装着

連絡先
025-280-7981

025-280-7985

　積雪時にスタックした際の緊急脱出用具。
　通常のタイヤチェーンと違い簡易的に取り付けられ、短時間でスタックより脱出が期待できる。

応募者 三菱製鋼株式会社　部品事業部　東日本販売部　新潟サービスセンター

応募者の所在地
〒950-1132
新潟県新潟市江南区丸潟新田728-1
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ドリームエコチェン

電話番号

FAX番号

用
具
の
概
要

【緊急脱出用具の要求性能に対する確認結果】

補助器具の
使用有無

単体質量

大型車 3分36秒

中型車 4分44秒

大型車 10cm　脱出成功※

中型車 10cm　脱出成功

汎用性

経済性

備考

■ 緊急脱出用具の要求性能に関する試験環境

くもり（2℃） 雪 　質天気（気温）　 湿っている／硬い

試験車両タイヤサイズ 大型車　：　265/70R19.5 中型車　：　245/80R17.5 

製品規格・装着可能なタイヤサイズ
製品規格：2タイプ
対応タイヤ：6サイズ

脱出用具本体費用（1台あたり・税抜） 90,000円（2組/セット）

・開発中

項目 確認結果

基本
機能

タイヤへの装着に
関する容易性

なし
（ただし、装着の際に車両をタイヤ半周分ほど動かす必要あり）

約6～9kg/組

タイヤ１輪あたりの装着数 １組／輪

緊急脱出用具
の装着時間

脱出
性能

路面積雪深
5～15㎝における
脱出効果

緊急脱出用具を装着しての
走行可能距離

1km程度（15km/h以下走行時）

[ 脱出に関する工夫点】

■大型車
※デフロック使用

連絡先
0584-91-9000 　（株）野田クレーン

0584-91-9500 　（株）野田クレーン

　２つもしくは３つのアーム状のパーツをタイヤにかぶせるだけで、固定するタイヤチェーン。
　装着するためにタイヤの裏側に腕を回す必要がなく、表側だけの作業でチェーンを装着可能。
　大型車のタイヤはホイール部分に紐・チューンを通すことがでいないため、簡易的なチェーンを作ること
が難しかったが、これを可能とした。

応募者 日本タイヤチェンコーポレーション

応募者の所在地
〒501-6335
岐阜県羽島市堀津町須賀南1-103-1
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フィールド試験の概要

　　試験場所 　：国道４９号野村待避場（新潟県東蒲原郡阿賀町）
　　試験実施日：令和５年２月２１日(火)～２２日(水)
　　試験車両   ：事務局にて手配（大型車・中型車）
　　ドライバー  ：応募者にて手配

⾄阿賀野市

⾄
福
島

県

⾄津川IC

津川除雪ST

フィールド試験場
（国道49号野村待避場）

試験場所空撮写真
⾄阿賀野市

⾄
福
島
県

中型⾞コース

⼤型⾞コース
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試験条件と試験方法

１．試験条件

　・試験コース：右図に深さ別のトレンチ（溝）を設置 （トレンチ深さ：5㎝、10㎝、15㎝の3種類）

　・試験車両　　：大型車、中型車

　・ドライバー 　：応募者にて手配

２．試験の流れ

 ①試験車両の駆動輪を落とし込みスタック状態を再現 （タイヤの空転を確認）

 ②ドライバーに緊急脱出用具を渡す

 ③ドライバーがタイヤに緊急脱出用具を装着

 ④ドライバーが脱出を試みる（10㎝ ⇒ 5㎝ or 15㎝）

　　1)　５分間で脱出できない場合は失敗と判定

　　　　（大型車のみ）デフロック※なしで脱出を試みる。脱出できない場合は、デフロック※を使って脱出

　　2)　1)で失敗した場合、追加の工夫を実施 （用具の追加装着 等）

 ⑤トレンチ深さを変えて①～④の試験を実施

　　　基本は10㎝で試験  ⇒ 成功の場合15㎝、失敗の場合5㎝を試験を実施

　　※デフロック：デフ（デファレンシャルギヤ：差動装置）をロックした状態。

     ■試験コース概略図

     ■トレンチの構造

３．脱出判定

　　トレンチより+1mの位置を後輪が通過したタイミングで脱出したと判定
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【参考】デフロックについて

　デフロックとは、ディファレンシャルギア（デフ：差動装置）をロックし、左右の駆動輪に駆動
力を伝えることです。

(1)通常走行時

　自動車の駆動輪は、左右で独立して回転しており、直進時には左右の駆動輪に同じ力がかかり、回転に差が
ない状況で走行しています。（図①）
　カーブを走行するときは、内側と外側タイヤの走行距離が変わる（内側：短、外側：長）ため、スムーズに走れ
るようデフの機能で、回転数を自動で調整しています。（図②）

(2)スリップ時

　片側の駆動輪がスリップした場合、スリップ側の駆動輪に全ての回転が集中するため、片側だけ大きくえぐら
れるような状況となります。（図③）

　デフをロックした場合には、直進時と同様に両側の駆動輪に同じ力がかかるようになり、スタックなどから脱出
しやすくなります。（図④）

デフ
図①
直線区間
走行時 左右の駆動輪が同じ駆動力で回転

ON

デフ

図②
カーブ
走行時
（右カーブ）

左側駆動輪の
回転数：大

ON

進行方向

進行方向
右側駆動輪の
回転数：小

※同じ回転数のままだと曲がりにくい（大回りとなる）

デフ
図③
スリップ時
（右側空転）

左側駆動輪の
回転数：なし

ON

右側駆動輪の
回転数：大進行方向

スリップ

片側だけ大きくえぐれる

圧雪路面

デフ図④
デフロック時

ロック
進行方向

左右の駆動輪が同じ駆動力で回転

スリップ

スリップしていない側の
タイヤも回転するため、
脱出力増加

圧雪路面
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